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羽
柴
秀
吉
が
城
下
町
を
開
い
て
４
５
０
年
に
な
る
滋
賀
県
長
浜
市
で
今
年
も
曳
山
ま
つ

り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
市
と
西
之
表
市
は
、戦
国
時
代
の
火
縄
銃
が
縁
で
１
９
８
７
（
昭

和
62
）
年
に
友
好
都
市
盟
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
西
之
表
市
は
鉄
砲
伝
来
４
８
０
年
に
あ

た
り
、
互
い
に
記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
４
月
、
大
阪
市
で
３
年
ぶ
り
に
開
か
れ

た
関
西
種
子
島
あ
か
お
ぎ
会
出
席
に
合
わ
せ
て
長
浜
に
立
ち
寄
り
、
私
は
初
め
て
曳
山
ま

つ
り
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
湖
畔
の
長
浜
に
伝
わ
る
曳
山
は
、
な
ぎ
な
た
山
１
基
と
、
四
畳
半
の
舞
台
を
備

え
た
12
基
の
計
13
基
が
あ
り
、
毎
年
４
基
の
当

番
山
が
こ
ど
も
狂
言
（
歌
舞
伎
）
を
上
演
し
ま

す
。
長
浜
八
幡
宮
に
歌
舞
伎
を
奉
納
す
る
最
初

の
常
磐
山
の
演
目
は
「
鬼
一
法
眼
三
略
の
巻　

今
出
川
菊
畑
の
場
」。
平
治
の
乱
で
敗
れ
た
源

氏
の
家
臣
だ
っ
た
兵
法
学
者
吉
岡
鬼
一
法
眼

は
、
今
は
な
ぜ
か
平
家
側
に
つ
い
て
い
ま
す
。

鬼
一
の
弟
で
あ
る
鬼
三
太
と
主
君
の
牛
若
丸

（
義
経
）
は
身
分
を
偽
っ
て
鬼
一
の
館
の
奉
公

人
に
な
り
す
ま
し
ま
す
が
、
素
性
を
知
ら
れ
た

清
盛
の
使
者
を
切
り
倒
し
、
秘
蔵
の
虎
の
巻
を

入
手
。
鬼
一
の
娘
皆
鶴
姫
も
絡
ま
せ
た
、
手
に

汗
握
る
物
語
で
す
。
大
見
え
を
切
る
こ
ど
も
役

者
の
姿
は
小
気
味
よ
く
、愛
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

曳
山
ま
つ
り
は
、
秀
吉
が
待
望
の
男
子
誕
生
の
祝
い
に
町
衆
に
砂
金
を
与
え
、
曳
山
が

造
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
街
中
に
三
味
線
や
笛
、
鉦
（
か
ね
）
の
は
や
し
が
響
い

て
い
ま
し
た
。
種
子
島
で
も
今
年
は
鉄
砲
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
南
蛮
行
列
が
復
活
、
祇
園

の
太
鼓
山
や
山
車
も
登
場
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
種
子
島
家
年
中
行
事
」（
熊
毛
文
学
会
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
正
月
に
は
島

主
の
館
で
、
西
町
は
大
黒
の
舞
、
東
町
は
恵
比
寿
の
舞
を
披
露
し
た
そ
う
で
す
。
種
子
島

に
伝
わ
る
踊
り
や
芸
能
に
は
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
ふ
る
さ
と
の
祭
り

を
し
っ
か
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

街を歩く牛若丸（源義経）＝滋賀県長浜市

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
にが竹（先の部分を使う）…400g
豆腐（木綿）…400g
ハム…80g
山いも…100g
いもでんぷん…50g
生しいたけ…70g

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 193 弾第 193 弾
「にが竹のヘルシーハンバーグ」「にが竹のヘルシーハンバーグ」

塩…少々
大根おろし…適量
人参おろし…適量
ポン酢…適量

【作り方】
① 豆腐は水切りし、にが竹は軽く湯がき、みじん切りにする。
② 生しいたけとハムをみじん切り、山いもはすりおろす。生しいたけとハムをみじん切り、山いもはすりおろす。
③ ①と②に塩を入れよく混ぜ、生地がまとまる程度にいもでんぷんを加え、よくこねる。
④ ③を小判型に丸めて、フライパンを熱して油をしき、中火で片面をこんがり焼き、裏返したら弱火に
　して火が通るまで焼く。
⑤ ハンバーグを器に盛り、おろした大根と人参をのせ、ポン酢をかける。
※ワンポイント…にが竹は、お好みで生でも可。（シャキシャキとした食感が楽しめます）

ⒶⒶ

⑬ 市政の窓2023.6 月号


